
 

  

●会場/ピースおおさか 講堂 

●対象/どなたでも  ●申込方法/お電話にて  

●定員/第 1 部・第 2 部ともに 250 名 

●参加費/無料(ただし入館料が必要) 

大人 2５0 円、高校生 1５0 円、中学生以下・ 

65 歳以上・障がい者の方は無料。 

＊申込をされた方の個人情報は、この事業の連絡のみ 

に使用し、第三者に開示・提供することはありません。 

●お問い合わせ/ピースおおさか  

〒540-0002 大阪市中央区大阪城 2 番 1 号 

TEL06-6947-7208 FAX06-6943-6080 

         http://www.peace-osaka.or.jp/ 

主催/ ピースおおさか(公益財団法人大阪国際平和センター) 

2015(平成 27)年 

12月 6日(日) 

13：00～16：00 



 

【第 1部】～終戦前日の空襲～ 

『大阪大空襲 Vol.5 大阪大空襲 7－8月編』 

〈企画〉大阪府  〈協力〉ピースおおさか 

37分 2010(平成 22)年/カラー 日本 

 

－あの悲劇を二度と繰り返さない－ 

太平洋戦争末期、大阪には 50回を超える空襲があり、 

そのうち爆撃機 B29が 100機以上の規模による大阪大空襲は 

8回ありました。 

そして、最後の第 8次大阪大空襲があったのは終戦の日の 

前日の 8月 14日のことでした。 

今回は 7月から 8月にかけてあった第 6次から第 8次までの 

大空襲を体験された方の証言を集めた作品を上映します。 

 

被災地域…大阪市住吉区、此花区、城東区、東区(現中央区)、 

堺市、貝塚市、守口市など 

【第 2部】～終戦後も続いた戦争～ 

『樺太 1945年夏 氷雪の門』 

119分 1974(昭和 49)年/カラー 日本 
 

－皆さん、これが最後です さようなら さようなら－ 

1945年 8月の樺太を舞台に、ソ連軍の進攻が迫る中、最後まで電話交換手業務を続けた、“北の

ひめゆり”といわれる真岡郵便局の電話交換手 9人の悲劇を描いた作品。 

1974 年に製作されたものの、当時はソ連の抗議で全国公開が急遽中止となり、北海道など一部

地域で限定公開された幻の映画です。今回は 2010年に制作されたデジタルリマスター版を上映

します。 

 

〈原作〉金子俊男「樺太一九四五年夏・樺太終戦記録」 

〈監督〉村山三男「あゝ海軍」 

〈脚本〉国弘威雄 

〈撮影〉西山東男 

〈キャスト〉 

二木てるみ、鳥居恵子、岡田可愛、藤田弓子、 

木内みどり、北原早苗、若林豪、黒沢年雄、 

南田洋子、赤木春恵、丹波哲郎 ほか 


